
６年 道徳科学習指導案 

令和６年２月３日（土）３校時 

６年１組  ２５名 授業者 矢野 佳奈 

６年２組  ２６名 授業者 児玉 智和 

 

１ 主題名  かけがえのない命  内容項目：D（１７）生命の尊さ 

２ 教材名  「おじいちゃんとの約束」 光村図書 

３ ねらい  祖父の死をきっかけに、命の意味を深く考えるようになった信二の姿を通して、命の重みについて考

えさせ人間の死の重さや命のかけがえのなさを理解したうえで、自分の命を大切にして生きようとす

る心情を育てる。 

４ 展開 

 学習活動（主な発問と予想される児童の反応） 

導入 １ どのような言葉が相手を傷つけるか意見を出し合う。 

・うざい ・死ね ・きもい ・遊びやゲームをしている中で、ふと言っていないか？ 

 

展開 ２ 「おじいちゃんとの約束」を読んで、話し合う。 

①「死ね」という言葉を軽々しく使う信二について。 

②おじいちゃんから、命についての話を聞いた時の信二について。 

③「死ね」という言葉について考え直す信二について。 

 

〇信二は 「自分の命を大切に生きること」について、どのような考えをもったと思うか考える。 

・軽々しく「死ね」と言っていたけど、命は大切にしないといけないものだから、そういう言葉を絶対言

わないと誓ったと思う。 

・おじいちゃんが言った通り、信二なりの精一杯を生きて、命を無駄にしないようにすると思う。 

・人と比べずに、自分に自信をもって過ごしていくのでないか。 

 

◎自分自身は「自分の命を大切に生きている」のか考え、意見を共有し合う。 

・大切に生きていないかもしれない。努力しなければならないことから逃げてしまう時があるから。 

・大切に生きていないかもしれない。信二と同じで、誰かと自分とを比べて、自分の良い所に目を向

けられていないと思うから。 

・大切に生きていると思う。自分の好きな事があって、全力で取り組むものをもっているから。 

終末 ３ これからの生活で、「自分の命を大切に生きる」ために意識したいことを考える。 

・人と比べず、自分の得意な事や好きな事を大切にしていく。 

・苦しいことがあっても簡単に投げ出さず、自分を成長させていきたい。 

５ 評価 

・「命のかけがえのなさ」を見つめる大切さを知り、自分の命を大切に生きていこうとする意欲をもっている。 

めあて：命の重みについて考えよう。 


